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力を合わせて1・2・3
ミニミニ運動会

10月8日に遠賀コミュニティーセンターで、乳幼児約50人が参加

してミニミニ運動会が行われました。子どもたちは、赤白のチーム

に分かれて、旗とりゲームや玉入れ、トンネル〈ぐりなど、さまざ

まなゲームに参加し、とても楽しんでいました。



華やかにステージを飾るみなさん
出演順

l　富田　俊二さん

田園南区
2　宇塚ルl）子さん

緑ヶ丘区
3　舛添　短的さん

若　松区
4　那須　嫡子さん

新　町区
5　沖田　　息さん

緑光苑区
6　伊藤　知子さん

東和苑区
7　峯　　俊一さん

出生津区
8　上三垣洋子さん

広　渡区
9　人十島　明さん

別　府区
10　福馬とデカさん

松ノ本区
11小林　賢治さん

緑ヶ丘区
12　芝山　好子さん

尾　崎磨く．

13　古屋　正信さん

田圃北区
14　万態　紀之さん

若葉台区
15　高山　清子さん

上別府区
16　高崎　公夫さん

老　良区
17　井口　玉恵さん

鬼　津区
18　木村　隆治さん

木　守区
19　松岡三枝子さん

広　渡区
20　森　　吉文さん

今古賀区
21西田　政彦さん

芙　蓉区
22　野口　玲子さん

中　央区
23　石松　弘道さん

遠賀川区
24　毛利　伸行さん

浅　木区
25　重広　重利さん

旧　侍医

Sゲスト出演

，96

各地区公民館選抜対抗
第2回

」森田幸恵　あなたが

荒巻　夕美

S伴奏・演奏

サカ王トバンド

臆特別招待ゲスト

臆審査員のみなさん
清川　一水
（島門校区）

審査委員長

里山　積－
（広渡校区）

伊藤　利明
（浅木校区）

ふれあい学習の中で、

また各地区内の同好会など、

カラオケは、もう、日本

の文化として皆様に親し

まれています。遼賀町内

の各地区よりの代表者が

日ごろの成果を頂点目指

し思いっきり発表します。

●入場整理券　　‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾－‾‾

￥500
お求めの人は各地区の公民館長にお申込みください。

枚数に制限があるためお早目に申し込まれるようお願いします。

／蜜

NoSl
オンカタ
フェア －

‾1°“‾tt＝＝さ▼Z 鰐r‾▼⑦ ・＼鮒、、 

’「　∴珪 

期日・11月23日（祝）

会場・中央公民館（許，レ）

開場午後5時・開演午後6時
当日は、休館日のため午後5時前には入館できません

主催・遠賀町地区公民館連合協議会

後援・遠賀町教育委員会



琵金看板

言＼

年
金
を
寄
る
か
ぎ
－
基
礎
年
金
雪
盲
憾
臓
纏
咽
轄

平
成
九
年
一
月
か
ら
年
金
手
帳
の
番
号
が
、
公
的
年
金
各
制
度
に
共
通
す

る
「
基
礎
年
金
番
号
」
と
な
り
、
年
金
加
入
者
に
と
っ
て
便
利
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
基
礎
年
金
番
号
」
　
に
つ
い
て
Q
＆
A
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号

回
す
盤
年
金
番
号
っ
て
何
で

田
　
現
在
の
厚
生
年
金
保
険
や
、

国
民
年
金
の
年
金
手
帳
の
記

号
番
号
と
同
様
、
加
入
記
録
の
整
理
、

年
金
に
関
す
る
手
続
き
に
使
用
す
る

番
号
で
す
。

回田
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な

る
の
で
す
か
。

今
は
厚
生
年
金
保
険
、
国

民
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
名

制
度
ご
と
に
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

の
番
号
か
付
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

同
一
の
番
号
に
し
て
、
加
入
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
図
り
ま
す
。
厚
生
年
金

保
険
と
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
自
分
の
番

号
が
そ
の
ま
ま
基
礎
年
金
番
号
に
な

り
ま
す
。
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
に
は
、
新
た
に
基
礎
年
金
番
号

が
付
け
ら
れ
ま
す
。

回田
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
仕

組
み
に
す
る
の
で
す
か
。

た
と
え
ば
A
さ
ん
が
サ
ラ

リ
ー
マ
、
ノ
＝
厚
生
年
金
保
険

か
ら
自
営
業
＝
国
民
年
金
に
転
職
等

で
変
わ
っ
た
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が

A
さ
ん
は
住
所
地
の
市
区
町
村
に
国

民
年
金
の
加
入
届
を
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

A
さ
ん
は
実
際
よ
り
低
い
年
金
額
に

な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
最
悪
の
場
合
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を

行
政
の
側
で
は
把
握
で
き
な
い
の
で

す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
基
礎
年
金
番
号
は
必
要
な
の
で

す。回田
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
で
す
か
。

基
礎
年
金
番
号
は
、
す
べ

て
の
公
的
年
金
に
共
通
し
て

使
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
加
入
し

て
い
る
年
金
の
制
度
が
変
わ
っ
て

も
同
一
の
番
号
で
記
録
の
整
理
、
手

続
き
、
照
会
等
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
届
出
を
忘
れ
て
い
る
人
に

行
政
側
か
ら
個
別
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
年
金
の
加

入
状
況
の
お
知
ら
せ
や
、
見
込
み
額

通
知
な
ど
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

回田
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年
金
関
係
の
情
報
に
つ
い

て
は
徹
底
し
た
対
策
が
行
わ

れ
ま
す
。

念
闇
関
頭
繊
阻
軸

年
金
関
係
の
個
人
情
報
は
、
「
個
人

情
報
保
護
法
」
に
よ
り
保
有
目
的
以

外
の
利
用
提
供
が
制
限
さ
れ
る
と
と

も
に
、
情
報
は
本
人
か
ら
の
請
求
が

あ
り
、
確
認
で
き
た
場
合
の
み
提
供

し
ま
す
。

1
2
月
中
に
一
人
ひ
と
り
に
基
礎

年
金
番
号
の
お
知
ら
せ
が
あ
り

ま
す
。
く
れ
く
れ
も
他
人
に
気

や
す
く
教
え
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
お
問
い
合

わ
せ
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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4：

国
際
化
社
会
で
主
体
的
に
行
動
で
き

る
生
徒
の
育
成
を

遠
賀
園
を
慰
問

ふ
れ
あ
い
塾
「
ろ
ま
ん
倶
楽
部
」
の
み
な
さ
ん

ふ
れ
あ
い
の
里
で
行
わ
れ
て
い
る
、
ふ
れ
あ
い
塾
「
ろ
ま
ん
倶
楽
部
」

の
み
な
さ
ん
が
、
1
0
月
9
H
に
遠
質
問
を
慰
問
し
、
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
に
集
し
い
ひ
と
と
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
演
劇
「
名

探
偵
・
消
え
た
ま
て
じ
い
」
を
披
露
し
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
と

歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。



グラウンドゴルフ交流大会

9月16日　遠賀総合運動公園グラウンド
◇団体の部1位二線友会1　2位二線友会2

3位二線友会3

◇個人の部1位＝熊谷重雄　2位＝古賀文子

3位＝太田鉄雪

嘉

硬式テニス大会
10月20日　違算総合運動公園テニス場

◇男子ダブルス
優勝＝小池英彰　井村栄記
準優勝＝山田正義　添田千秋
3位＝小用浩三　敷田司郎

◇女子ダブルス
優勝＝山田則千　石I間、夜子
準優勝＝小Iii千恵美　溝口志津子
3位＝噌本千鶴子　山田礼子

◇混合ダブルス
優勝＝菅野利彦　小用千恵美
準優勝二流田千秋　池田春美
3位＝阿部信一　増田睦美

◇男子シングルス

優勝＝′」、池英彰

準優勝＝山田正義
3位＝教団司郎

公民館対抗壮年ソフトボール大会
9月22日　遠賀総合運動公園グラウンド
◇Aコート　優勝：芙蓉　準優勝：上別府

◇Dコート　優勝：鬼津　準優勝：中央

遠賀町少年剣道大会
10月13日　遠賀勤労者体育センター
〔団体〕

◇小学生女子の都　債勝二遠賀A

◇中学生女子の部　優勝＝遠賀A　2位＝遠賀B

〔個人〕

◇小学生低学年女子の部

2位二道藤さゆり　3位＝毛利清香

◇小学生高学年女子の部

優勝＝石塚早紀

◇中学生女子の都

債勝二安高朋　2億二田上千恵　3位＝松井玲子

◇中学生男子の部　優勝＝石塚浩教

家庭婦人バレーボール大会
10月20日　遠賀勤労者体育センター・町民体育館
優勝＝鬼津チーム　準優勝＝東和苑チーム
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1
位
＝
塚
本
健
二

◇
4
年
生
男
子
四
〇
〇
M
リ
レ
ー

1
位
＝
島
門
小
チ
ー
ム
　
2
位
＝
浅
木
小
チ
ー
ム

◇
4
年
生
女
子
一
〇
〇
M

l
位
＝
喜
入
瑞
央
　
2
位
＝
遠
藤
さ
ゆ
り

◇
4
年
生
女
子
八
〇
〇
M

l
位
＝
吉
原
麻
衣

◇
5
年
生
女
子
一
〇
〇
M

l
位
＝
塚
原
永
子

◇
5
年
生
女
子
八
〇
〇
M

l
位
＝
矢
野
愛
恵

◇
6
年
生
女
子
一
〇
〇
M

l
位
＝
足
立
亜
紗
江
　
2
位
＝
坂
本
愛
　
3
位
＝
松
本
亜
子

◇
6
年
生
女
子
八
〇
〇
M

l
位
I
I
高
慶
子

◇
4
年
生
女
子
四
〇
〇
M
リ
レ
ー

1
位
＝
鳥
門
小
チ
ー
ム

◇
6
年
生
女
子
四
〇
〇
M
リ
レ
ー

1
位
＝
島
門
小
A
チ
ー
ム
　
2
位
＝
島
門
小
B
チ
ー
ム

◇
6
年
生
男
子
四
〇
〇
M
リ
レ
ー

1
位
＝
島
門
小
チ
ー
ム

◇
4
年
生
男
子
走
幅
跳

1
位
＝
財
前
貴
男
　
2
位
＝
松
原
弘
和
　
3
位
＝
梅
谷
明
男

◇
6
年
生
男
子
走
幅
跳

1
位
＝
高
徳
隆
司
　
2
位
＝
濱
田
翔
太
　
3
位
＝
友
沢
超

◇
4
年
生
女
子
走
幅
跳

1
位
＝
松
本
千
住
　
2
位
＝
横
溝
絵
美

◇
5
年
生
女
子
走
幅
跳

1
位
＝
矢
野
愛
恵
　
2
位
＝
塚
原
永
子

機
　
◇
6
年
生
男
子
八
〇
〇
M

1
0
月
2
0
日
　
遼
貿
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
4
年
生
男
子
一
〇
〇
M

l
位
＝
財
前
寅
男
　
2
位
＝
崎
山
挙
士
郎
　
3
位
＝
石
松
正
孝

◇
6
年
生
男
子
一
〇
〇
M

l
位
＝
遠
藤
史
隆

◇
4
年
生
男
子
八
〇
〇
M

l
位
＝
梶
谷
り
ゆ
う
き
　
2
位
＝
矢
野
慎
也
　
3
位
＝
美
校
敦

一
小
学
生
走
力
記
録
会



編集

遠賀町民学習ネットワーク事業
運営委員会

〒811－43遠賀町大字今古賀513番地

中央公民館内℡093（293）1355

ヤシス

生きがいを感じ

豊かさを感じ
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がまヽ＿lV

文
化
の
秋
、
学
習

の
叔
率
〆

「
ふ
れ
あ
い
・
交
流
、
2
1
世
紀
を
拓
く
文

化
を
め
ざ
し
て
」
「
遠
賀
町
民
の
み
な
さ

ん
が
、
み
ん
な
で
参
加
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
月
8
日
か
ら
1
0
日
ま
で
の
3
日
間
、
繰

り
広
げ
ら
れ
た
　
r
遠
賀
町
文
化
祭
」
は
、

盛
会
の
う
ち
に
今
日
で
幕
を
閉
じ
ま
す
。

こ
の
文
化
祭
は
、
遠
賀
町
民
の
み
な
さ

ん
が
、
町
内
で
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
と

お
し
て
、
文
化
活
動
一
年
間
の
成
果
を
発

表
し
た
も
の
で
、
意
欲
的
な
活
動
の
結
晶

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の

中
央
公
民
館
で
の
　
『
生
き
が
い
づ
く
り
・

生
涯
学
習
』
　
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

中
央
公
民
館
で
は
、
い
ま
、
3
7
の
サ
ー

ク
ル
が
、
多
く
は
毎
週
．
回
、
少
な
く
て

月
一
回
『
生
き
が
い
づ
く
り
、
生
涯
学
習
合

に
励
ん
で
い
ま
す
。

曜
日
こ
と
の
学
習
科
目
・
サ
ー
ク
ル
・

学
習
時
間
帯
・
月
回
数
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り

町
内
は
、
心
の
豊
か
さ

を
求
め
る
サ
ー
ク
ル
活

動
が
い
っ
ぱ
い
！

遠
賀
町
内
で
、
積
極
的
に
サ
ー
ク
ル
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中
央
公
民
館
を
は

じ
め
と
し
て
、
地
域
の
公
民
館
、
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
の

里
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
心
に
豊
か
さ
を
と
、

『
生
き
が
い
づ
く
り
・
生
涯
学
習
』
　
に
励

む
、
町
民
の
み
な
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ます。前
号
で
、
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
で

の
　
『
生
き
が
い
づ
く
り
・
生
涯
学
習
』
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
号
で
は
、

月
曜
日
は
、
休
館
で
す
の
で
、
火
曜
日

か
ら
学
習
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

［
関
目
圃
〓
凹
　
　
（
4
サ
ー
ク
ル
）

英
会
話
　
マ
ッ
ト
・
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ

午
前
　
月
4
回

ち
ぎ
り
絵
　
ち
き
り
絵
　
午
前
　
月
2
回

〃
　
　
ち
ぎ
り
絵
教
室

午
後
　
月
2
回

か
な
細
字
　
か
な
細
字
　
午
後
　
月
4
回

［
困
＝
団
円
］
凹
　
　
（
H
サ
ー
ク
ル
）

か
な
書
道
　
松
風
会
　
　
午
前
　
月
4
回

洋
　
　
裁
　
洋
裁
ク
ラ
ブ
　
（
水
曜
午
前
）

午
前
　
月
4
回

〟
　
　
　
洋
裁
ク
ラ
ブ
　
（
水
曜
午
後
）

午
後
　
月
4
回

読
　
　
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

華
　
　
道

読
書
の
会
　
午
前
　
月
1
回

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
ん
が
に
じ
の
会

午
前
　
月
4
回

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
い
も
の
会

午
前
　
月
1
回

華
道
ク
ラ
ブ
午
後
　
月
2
回

英
会
話
　
ベ
ビ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

夜

〃
　
　
　
プ
ル
ー
バ
ー
ズ

夜

書
道
・
ペ
ン
習
字
コ
ス
モ
ス
会
　
夜

社
交
ダ
ン
ス
　
す
み
れ
会
　
夜

月
4
回

月
4
回

月
2
回

月
4
回
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Heile．eVeryOne！ 今回は、ちょっとへ ンな英語のお話です。 お天気の説明に使う 英語をちょっと考えて みましょう。まず、雨は、 rainなので雨の日は rainyday．雪は、IShOW． 

I相に！曇葛蘭病患． 

∴主∴ 

OuL．． ／ ��だから雪がふれば sn°Wyday、雲はcIoud． 埋ればcioudyday．全 部、決まって、－yの 形ですね。では、晴れ はどうでしょうが。 「晴れ＝fineJと思う 人が多いと思いますが、 全く異なる形ですね。 が無いのでしょうが？ 

なぜこれだけにはi‘y●● 

oh．ミステリー！しかも、iiy．●がつく立派な言葉 があります！ 

（太陽）sun⊂⇒sunlly（晴れ） 

Fineは、みるからに異なるタイプの言葉ですね。 

では、なぜこの言葉が使われているのでしょうが。 

私も聴きたいくらいです。 Fineというのはgood，bad，niceなど、物の評 

価または気持ち（感情）の説明に使う言葉。itIsa 

goodbook．とか、It’sanicegift．のように事実 

というよりも、個人的な評価を人に伝えるための 

言葉です。ほとんどの人が、晴れた日を好むので 
「帥eday＝晴れ」が日本で定着したと思いますが、 

次のような使い方もあります。 

（雨の日に）lt’sfinedaylorwatchingavideo． 

「ビデオを見るのによい日。」 

（雪が必要な映画の撮影中に雪が降り、監督が気 

にいれば）Theweatherisfine．ちょっとした 

ニュアンスの遠いですが、これを知らないと上の 

文が訳せませんね。 誤解をさけるためにfineのかわりにS…nyを是清 

させましょう！ Seeyousoon●　n懲役， 

∴、

［
図
日
憫
〓
田
口

（
9
サ
ー
ク
ル
）

謹
書
圏
園
田

（
6
サ
ー
ク
ル
）

表
装
ク
ラ
ブ

午
前

ロ

ー

ス

ハ

ン

ト

月
4
日
出

編
み
物
　
手
続
教
室
　
午
前
　
月
4
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
母
と
予
の
読
書
グ
ル
ー
プ

青
い
麦
の
会

ト

リ

ー

ム

キ

ャ

ッ

ス

ル

各
　
十
士
別
　
月
4
回

水
墨
画
　
南
北
暴
画
会
午
前

子
造
営
理
数
窒午
前

油
絵
虹
の
会
午
後

パ
ラ
の
会
　
　
夜

遠
賀
手
話
の
会
夜
午
前

月
1
回

月
4
回

口
‥
4
回

月
4
‥
四

月
1
回
一

プ

リ

テ

ィ

フ

レ

ン

ス

午
後
　
月
4
回

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

牛
後

月
4
回

月
3
回

郷
土
文
化
　
遠
賀
町
郷
上
文
化
研
究
会

重
し
剛
　
月
1
回

写
∴
∴
真
　
遠
賀
写
真
同
好
会
午
後
　
月
1
回

社
交
ダ
ン
ス
　
バ
ラ
の
会
B

午
後
　
月
4
回

田
園
整
園
田

（
1
サ
ー
ク
ル
）

俳
　
　
句
　
遠
質
俳
友
句
会午
後
　
月
2
回

英
会
話
　
イ
マ
ジ
ン
　
午
後
　
月
4
回

〃
　
　
　
中
の
上
級
英
語
ク
ラ
ブ

夜
　
月
4
回

口
白
眉
日
脚
□
　
　
（
6
サ
ー
ク
ル
）

水
墨
画
　
静
墨
会
　
　
†
前
　
月
3
回

洋
　
　
裁
　
洋
裁
グ
ラ
フ
　
（
土
曜
午
前
）

午
前
　
月
4
回

〝
∴
∴
　
洋
裁
ク
ラ
ブ
　
（
上
曜
年
後
）

午
後
　
月
4
回

短
　
　
歌
　
お
ん
が
短
歌
会午
後
　
月
1
回

遠
鉄
町
民
の
み
な
さ
ん
の
　
『
生
き
が
い

つ
く
り
・
生
涯
学
習
』
　
へ
の
取
組
み
が
少

し
で
も
容
易
に
と
「
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
が
発
足
し
て
、
3
年
1

カ
月
を
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
発
足

以
前
か
ら
中
央
公
民
館
や
地
域
の
公
民
館

な
ど
で
の
学
習
グ
ル
ー
プ
活
動
が
活
発
で

あ
っ
た
こ
と
、
遠
賀
町
の
文
化
活
動
団
体

が
ま
と
ま
り
遠
賀
町
文
化
協
会
が
発
足

し
、
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ

ン
な
ど
も
あ
わ
せ
、
町
内
で
の
学
習
活
動

の
広
が
り
が
、
今
後
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
、
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
は
、
あ
な
た
の
学
習
意
欲
を

い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。



くらしの

役場293－1234

青少年のシンナー等
染物乱用を考える研
修会があります
近ごろ中高生のシンナー、覚せ

い剤等薬物乱用が問題となってい

ます。小中高生を持つ保護者の方

の参加をお待ちしています。

●とき11月21日（木）午後1時30

分から4時30分まで

●ところ　水巻町南部公民館（大

ホール）

●講師　北九州大学法学部教授

石塚伸一さん

ダルク（薬物体験者で、現在社

会復帰活動をしている自助グ

ループ）の話

●参加費　無料

●問い合わせ　遠賀保健所保健予

防課　℡（201）4161

〆「

自分の年金tこついて
考えてみませんか

国民年金相談をご利用ください
年余制度で分からないことや知りたいこ
と、どんなことでも相談を受けます。気軽

にご利用ください。

●とき11月26日（火）午前10時一午後4時

●ところ　役場第三会議室
●相談員　八幡社会保険事務所職員など
●問い合わせ　住民課国保年金係

9
か
月
児
健
康
診
蓋

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
日
月
2
1
日
　
（
木
）
　
〔
受
付
＝

午
後
1
時
1
0
分
－
1
時
4
0
分
〕

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
8
か
月
～
1
0
か
月
児

（
平
成
8
年
1
月
1
日
か
ら
3
月
3
1

日
生
ま
れ
の
乳
児
）

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

走
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
診
査
票

●
料
金
　
毎
料

※
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す
看
護
力
再
開
発
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
す

福
岡
県
及
び
看
護
協
会
で
は
、
看
護

職
員
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
就
業
の

促
進
を
図
る
た
め
、
現
在
看
護
の
現
場

を
離
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
再
就
職
に

備
え
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
（
士
）
・

准
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
を
お
持
ち
で
、

こ
の
講
習
会
を
受
講
し
た
い
人
は
福
岡

県
看
護
協
会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
福
岡
県
看
護
協
会
で
は
県
の

委
託
に
よ
り
看
護
磯
貝
無
料
職
業
紹
介

所
を
開
設
し
て
就
業
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
講
習
会
を
受
講
し
な
い
人

で
も
有
寄
格
者
は
ぜ
ひ
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

に
登
録
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
●
と
き
　
1
2
月
2
日
　
（
月
）
　
か
ら
1
2
月

6
日
　
（
金
）
　
ま
で
の
5
日
間
　
午
前

9
時
0
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
九
州
厚
生
年
金
病
院
　
（
北

九
州
市
八
幡
西
区
岸
の
浦
ニ
ー
一
I

∴

●
受
講
料
　
無
料
（
交
通
謡
、
昼
食
代

は
本
人
負
担
）

●
定
員
　
五
十
人

●
受
講
対
象
者
　
看
護
職
員
の
免
許
所

有
者
で
現
存
者
護
業
務
に
つ
い
て
い

な
い
人

●
申
込
み
　
日
月
2
2
日
　
（
金
）
　
ま
で
に

福
岡
県
看
護
協
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
看
護
協
会

℡
0
9
2
　
（
1
1
4
）
　
5
2
0
3

1
2
月
3
日
か
ら
1
2
月
9

日
ま
で
は
、
「
障
害
者
週

間
」
で
す

国
連
は
、
平
成
4
年
に
1
2
月
3
日
を

「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
と
宣
言
し
、
ま

た
政
府
は
平
成
5
年
に
障
害
者
基
本
法

を
制
定
し
、
そ
の
中
で
1
2
月
9
日
を
「
障

害
者
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

平
成
1
年
度
か
ら
毎
年
こ
の
二
つ
の

日
を
記
念
し
て
、
障
害
者
自
ら
の
自
立

と
社
会
参
加
へ
の
意
欲
そ
し
て
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
障
害
者
問
題
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た

め
の
啓
発
週
間
と
し
て
、
「
障
害
者
週

間
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

合
同
会
社
面
談
会
が

あ
り
ま
す

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校
を

来
春
卒
業
さ
れ
る
人
及
び
平
成
8
年
3

月
卒
業
の
未
就
職
者
で
、
平
成
9
年
4

月
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
を
対
象
に

し
た
、
地
元
企
業
と
の
合
同
会
社
面
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

福
岡
県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
福
岡
会
場
〕

●
と
き
－
1
1
月
2
7
日
　
（
水
）
午
後
0
時
0
0
分
～

5
時
　
（
受
付
開
始
正
午
）

●
と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
I

一

－

∴

●
参
加
対
象
者
　
前
述
の
要
件
を
満
た

す
剣
劇

●
参
加
企
業
数
　
約
七
十
社

〔
北
九
州
会
場
〕

●
と
き
1
2
月
2
日
　
（
月
）
　
午
後
0
時
5
0
分
～

5
時
　
（
受
付
開
始
正
午
）

●
と
こ
ろ
　
西
日
本
総
合
展
示
場
　
中

展
示
場
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野

三
－
七
－
一
）

●
参
加
対
象
者
　
前
述
の
要
件
を
満
た

す
人

●
参
加
企
業
数
　
約
百
社

※
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
部
職
業

安
定
課
若
年
者
雇
用
対
策
係
　
℡
0

9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1
1
1
内
線
3

7

3

4



町民体育祭中止について

広報10月25日号で体育祭中止の経過と

理由をご報告し、町民の皆様方にご理解

をお願いしたところですが、10月14日付

で町長宛に匿名で、父親と思える方から

手紙が届きました。体育祭を中止したこ

とで皆様に大変ご迷惑をかけたことと、

息子の命を救って下さったことに対する

感謝の手紙です。

手紙によりますと町長が体育祭を中止

したことで、子供が父親にいじめに至っ

た経緯と町長に手紙を出したことを涙な

がらに話したそうです。

息子は「町長は僕との約束を守ってく

れた。だから僕は絶対に自殺なんかしな

い」と父親に約束したそうです。

体育祭を中止したことにより一人の命

を救うことが出来ました。

町民の皆様方のご理解を切にお願い

し、今後共各種の催しに対しご協力とご

支援をお願いし、ご報告と致します。

遼賀町長　高山和幸

11月6日から12日までは
「年金週間」です

私たちの生活に密接に関係している年
金。「知らなかったため損をした。」という
ことがあってはなりません。もっともっと

年金について知識を広げていただくため
に、いろいろな年金の催しがあります。
この機会にご家族で年金を一緒に考えて
みましょう。

1、、＼

「
障
害
者
の
日
」
認
念
「
広

が
る
希
望
の
つ
と
い
」

に
参
帥
し
ま
せ
ん
か

●
と
き
　
1
2
月
8
日
　
（
日
）
　
午
後
4
時

開
演

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
民
会
館
「
大
ホ
ー

ル
」
　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

●
内
容
第
一
部
「
届
け
た
い
心
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
　
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰
及
び

作
文
発
表

第
二
部
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

ゲ
ス
ト
　
I
A
Y
W
A
L
K

●
申
し
込
み

◇
一
般
の
人
　
F
M
福
岡
へ
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒
8
1
0
－
7
5
　
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通

り
二
丁
目
一
－
八
二
　
F
M
福
岡

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

◇
障
害
者
・
関
係
者
の
人
　
県
民
生
部

障
害
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
　
℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1

1

1

1

　

内

線

2

1

1

4

※
当
日
は
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

平
威
8
年
度
第
孤
回
自
作

祝
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
教
育
委
員
会
と
福
岡
県
視
聴

覚
教
育
協
会
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん

の
自
作
の
視
聴
覚
作
品
を
次
の
要
項
で

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
種
目
　
ビ
デ
オ
　
（
V
H
S
）
、
ス
ラ

イ
ド
、
8
ミ
リ
映
画

●
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
・
勤
務
・

在
学
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
●
応
募
要
件
　
時
間
は
1
8
分
以
内
で
あ

る
こ
と
等

●
応
募
締
切
　
1
2
月
末
日

●
録
　
最
優
秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
2
点
、

佳
作
3
点
、
奨
励
賞
2
点
、
努
力
賞

若
干

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
肌
1
2
4
　
福
岡
県
粕
屋
郡
篠
栗
町

金
田
三
三
五
〇
－
二
　
福
岡
県
立
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
　
調
査
研
究

課
　
℡
0
9
2
　
（
9
4
1
）
　
3
5
1

1
　
（
内
線
1
2
4
）

家
庭
教
育
講
演
会
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
日
月
1
8
日
　
（
月
）
午
前
同
時

～
正
午
　
（
午
前
9
時
0
0
分
開
場
）

●
と
こ
ろ
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
中

ホ
ー
ル
　
（
保
育
室
を
用
意
し
て
い
ま

す）
●
テ
ー
マ
　
い
ま
大
切
な
家
庭
教
育
の

課
題
と
親
の
役
割
に
つ
い
て

●
講
師
　
東
京
家
庭
教
育
研
究
所
　
所

長
　
川
越
瀬
江
先
生

●
主
催
　
小
倉
家
庭
教
育
研
究
会

●
問
い
合
わ
せ
　
℡
　
（
9
2
1
）
　
5
2

0
o
 
r
D

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
・

大
腸
が
ん
検
診
の
申
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

申
し
込
み
は
、
保
健
衛
生
係
へ
電
話
で
ど
う
ぞ

い
ず
れ
の
検
診
も
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
は
保
健
衛
生
係
で
受
け
付
け

ま
す
　
（
電
話
で
ど
う
ぞ
）
。
対
象
者
、
料
金
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

●
対
象
∴
0
0
歳
以
上
の
町
民
（
今
年
度

0
0
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

●
料
金
　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
と
も
、

そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
（
検
診
日
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
）

●
定
員
　
乳
が
ん
検
診
は
七
十
人
、
子

宮
が
ん
検
診
は
百
人
　
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

●
そ
の
他
　
検
診
日
に
は
健
康
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
町
民
（
今
年
度

4
0
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

●
料
金
　
五
百
円
（
検
診
日
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
）

●
検
診
の
内
容
　
価
に
血
液
が
混
じ
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
診
る
簡
単
な
検

査
で
す
。
検
診
日
に
問
診
を
し
て
、
便

を
と
る
容
器
を
配
付
し
ま
す
。

●
そ
の
他
　
検
診
日
に
は
健
康
手
帳
を

お
狩
ち
く
だ
さ
い
。
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囲

平
成
8
年
分
年
末
調
整
説
明
会
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
日
月
2
1
日
㈱
午
前
1
0
時
約
分
－
正
午
”
（
受
付
開
始
午
前
1
0
時
）

午
後
2
時
～
3
時
5
0
分
（
受
付
開
始
午
後
1
時
約
分
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

※
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

中
高
年
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

子
ど
も
や
孫
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

そ
ん
な
あ
な
た
の
た
め
の
講
習
会

●
期
日
と
時
間

◇
第
一
回
　
日
月
1
7
日
　
（
日
）

午
後
1
時
0
0
分
－
4
時
0
0
分

◇
第
二
回
　
1
2
月
1
0
日
　
（
火
）

午
後
1
時
0
0
分
～
9
時
0
0
分

◇
第
一
－
一
回
　
1
月
1
4
日
　
（
火
）

午
後
1
時
0
0
分
～
9
時
5
0
分

◇
第
四
回
　
2
月
1
8
日
　
（
火
）

午
後
1
時
0
0
分
～
9
時
3
0
分

◇
第
五
回
　
3
月
0
0
日
　
（
日
）

午
前
9
時
－
午
後
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
及
び
町
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド

●
参
加
対
象
者
一
般
の
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
、
了
ど
も
会
育
成
会
役
員
、

地
区
公
民
館
役
員
、
そ
の
他
興
味
の

あ
る
人
や
今
か
ら
始
め
る
人

●
講
習
内
容

◇
第
一
回
　
開
講
式
及
び
実
技
「
楽
し

い
蟹
ス
ポ
ー
ツ
」

す
ぐ
に
で
き
る
間
道
i
な
ス
ポ
ー
ツ

ゲ
ー
ム

◇
第
二
回
　
実
習
「
竹
細
L
L

身
近
な
材
料
を
使
用
し
て
お
も
ち
ゃ

を
作
り
、
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◇
第
三
回
　
実
習
「
凧
作
り
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
和
凧
を
創
り
ま
す
。

ま
た
各
地
の
凧
揚
げ
大
会
を
紹
介
し

ます。

◇
第
四
回
　
実
技
「
伝
承
あ
そ
び
」

古
く
か
ら
伝
わ
る
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◇
第
五
回
　
実
習
と
閉
校
式
「
野
草
と

ハ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
野
草
料
理
と

野
鳥
の
観
察
会

●
参
加
費
用
一
人
　
五
千
円
　
（
障
害

保
険
料
を
含
む
）

●
参
加
申
込
　
1
1
月
1
4
日
ま
で
に
遠
賀

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

セ

ン

タ

ー

へ

、

電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
℡
（
2

9

3

）

　

6

5

2

5

※
申
込
み
後
の
取
消
は
1
1
月
1
4
日
ま
で

と
し
、
以
後
は
参
加
費
用
全
額
を
頂

き
ま
す
。

●
講
師
と
お
世
話
を
す
る
人

文
部
大
臣
認
定
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
遠
賀
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
会
会
員

●
主
催
及
び
問
い
合
わ
せ

通
貨
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会

℡
　
（
2
4
4
）
　
1
8
6
9
田
中
辛
男
さ
ん

田
園
園
国

環
境
に
優
し
い
未
来
の
車
と
し
て

今
、
竃
気
自
動
車
の
実
用
化
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
自
動
車
よ
り

一
足
先
に
商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
か

電
動
自
転
車
。
国
内
で
は
、
一
九
九
三

年
に
発
売
さ
れ
、
人
気
が
次
第
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

仕
組
み
は
、
自
転
車
に
モ
ー
タ
ー
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
セ
ン
サ
ー
を
組
み
込
み
、

ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
、
そ
の
力
と
自
転
車

の
ス
ピ
ー
ド
を
セ
ン
サ
ー
が
検
知
し
て

人
が
踏
む
の
と
ほ
ぼ
同
じ
力
が
モ
ー

タ
ー
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
バ
イ
ク
の
よ

う
に
勝
手
に
走
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん

が
、
免
許
も
不
要
な
の
で
、
と
く
に
中

高
年
の
人
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
家
庭
用
の
百
ボ
ル

ト
電
源
で
充
電
で
き
ま
す
が
、
一
回
の

充
電
で
走
れ
る
距
離
が
十
五
～
二
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
な
い

こ
と
、
価
格
が
高
い
こ
と
な
ど
、
課
題

も
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
や
が
て
、

そ
う
し
た
問
題
が
解
決
す
れ
ば
、
人
が

こ
ぐ
従
来
の
自
転
車
に
代
わ
っ
て
、
電

動
自
転
車
が
「
も
っ
と
も
手
軽
な
足
」

に
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


